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代行返上後の旧基本ﾌﾟﾗｽｱﾙﾌｧ給付にか
かる選択肢追加の取り扱い（DB、厚年）
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標記につきましては過日ご案内しております※が、今般、行政宛

の照会事項に対して修正回答がありましたのでご案内致します。

＜要旨＞

代行返上後も受給権者に対する代替給付の設定は可能

この場合、給付減額の判定が必要
⇒ 受給権者の給付減額の理由としては「代行返上」は使用できず、「経営悪化

によるもの」、「掛金拠出困難によるもの」に該当する必要がある

給付減額の判定方法は、平成24年3月末までの申請と

それ以降の申請では判定方法が異なる

ポイントポイント
ご参考にDB年金・厚年基金以外のお客様にも送付させて頂きます。

※ 年金ニュースNo.238
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＜受給権者に対する代替給付の設定：まとめ＞

※１ 平成24年3月末申請または初回定例財政再計算による掛金の申請期限日のいずれか遅い方まで

※２ 給付減額に該当した場合には、既存の給付に対する最低積立基準額に相当する一時金を給付する選択肢を設ける必要あり

※３ 代替給付の選択期間が終了していない場合で、かつ平成24年3月末申請までの選択期間延長は減額判定不要

※４ 代行返上時に代替給付を設定する場合（代行返上後に設定する場合は「代行返上済」と同様） 以上

https://safe.tr.mufg.jp/cgi-bin/houjin/jutaku/kgkaiin/login.cgi?file=nnews_2011_148.pdf

